
ⅰ）スマート・フードチェーンシステム
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アクションプラン対象施策の具体例
V．農林水産業の成長産業化

○創出されるバリュー
・ニーズに応じた農林水産物・

食品の提供、高付加価値商
品の創出

・農林水産業*1)、食品産業*2)

の成長によるＧＤＰ増大

国内外の市場や消費者のニーズを、育種、生産、加工・流通、品質管理等に反映させ、付
加価値の高い農林水産物・食品を提供

システム化概要

生産

加工・流通

・多収性、日持ち性など、有用な形質を持つ品種の開発
・機能性農林水産物・食品の開発や次世代施設栽培による高付加価値商品の生産・供給
・輸出にも対応可能な品質管理技術、鮮度保持技術等の開発

情報共有
システム

育苗
・育種

日持ち多収

定時・定量・定品質供
給

機能性農林水産物・食品の開
発

外食・
消費

品質管理

鮮度保持期間延長

高糖度

ニーズに応じた生産

GDP(H24): *1) ５兆円、*2) 38兆円
食品の安全・信頼性

トレーサビリティー

加工特性

育種期間の短縮

高付加価値化

輸出促進

長期保存

収量･品質の制御

地域の機能性発掘

日持ち

【内科、文、農】

【内科、文、農、経】

【農】

【農】



ii）スマート生産システム
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アクションプラン対象施策の具体例
V．農林水産業の成長産業化

○創出されるバリュー
・誰もが取り組みやすい農業経営
・安定した営農、収益性向上
・生産力増進による食料自給率*向上

ICTやロボット技術等を活用し、自動化、知能化された農業生産システムを構築
誰もが取り組みやすく安定した収益が得られる農業経営を実現

システム化概要

農業機械の
自動化・知能化

低コスト省力生産

農作業の
軽労化

水管理の自動化

気象、生育に
応じた水管理

労働時間50%減
水管理労力50%減
施肥量30%減
気象災害５%減

生産管理・経営支援
システム

栽培・施肥履歴

気象情報

リモートセンシング

生育情報

多圃場営農での
最適化された生
産管理

「匠の技」

・低コスト・省力化、大規模生産システム ⇒ ex. マルチロボットの自動走行システム、精密農業
・農作業の軽労化・自動化 ⇒ ex. 水管理システム、アシストスーツ、除草ロボット
・多収、高品質、効率生産を可能とする栽培管理・生産管理 ⇒ ex. 多圃場営農管理システム

*) 39%（H25カロリーベース）
45%（H37目標）

運搬をアシスト

【官房、内科、総、農、
経】


